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ＪＲ連合
　　総がかりの運動を
　　　強く広く
　　　　　展開しよう！

JR連合

JR連合

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、
１
月
８
日
、

大
阪
市
内
で
「
２
０
１
９
年
安

全
を
誓
い
前
進
を
期
す
る
集

い
」
を
開
催
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合

国
会
議
員
懇
副
会
長
の
泉
健
太

衆
議
院
議
員
、
同
幹
事
の
岸
本

周
平
衆
議
院
議
員
、
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
浜
野
喜
史
参
議
院
議
員
、

連
合
大
阪
、
近
畿
交
運
労
協
、

友
誼
団
体
等
を
来
賓
に
迎
え
、

各
地
本
、総
支
部
の
組
合
員
ら

総
勢
３
０
０
人
を
超
え
る
参
加

者
で
会
場
を
埋
め
つ
く
し
た
。

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
安

全
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
と

と
も
に
、今
年
一
年
間
の
Ｊ
Ｒ

西
労
組
の
躍
進
を
誓
い
合
っ
た
。

　

荻
山
市
朗
中
央
執
行
委
員
長

は
挨
拶
で
、
新
た
な
安
全
考
動

計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
年
に
２

件
の
死
亡
労
災
と
重
大
労
災
が

発
生
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ル
ー

ル
が
あ
っ
て
も
守
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ

本
体
と
グ
ル
ー
プ
各
社
が
互
い

に
真
に
信
頼
し
合
え
る
関
係
を

構
築
し
、
職
場
か
ら
の
安
全
の

確
立
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
語
っ

た
。

　

さ
ら
に
は
、
「
世
代
交
代
が

進
む
中
で
魅
力
あ
る
運
動
を
つ

く
り
、
労
働
組
合
が
組
合
員
に

と
っ
て
だ
け
で
な
く
、
社
会
に

と
っ
て
も
有
益
な
組
織
で
あ
る

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
発
信
し
て

い
く
」
と
し
、
２
０
１
９
春
季

生
活
闘
争
に
お
い
て
は
「
グ
ル
ー

プ
労
組
に
着
目
し
、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
グ
ル
ー
プ
に
相
応
し
い
賃
金

や
労
働
条
件
を
築
い
て
い
け
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と

決
意
を
示
し
た
。

く
要
員
配
置
・
長
時
間
労
働
の

是
正
や
、働
き
方
の
改
善
等
に

つ
い
て
責
任
あ
る
対
応
を
誓
っ

た
。そ
し
て
、
中
期
目
標
「
Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ⇒

２
０
２
７
」
に
基
づ
き
、
労
働

組
合
の
強
み
を
活
か
し
た
「
安

全
の
確
立
」
「
組
織
の
強
化
」

「
労
働
条
件
の
改
善
」
の
取
り

組
み
、
２
０
１
９
春
季
生
活
闘

争
で
の
労
使
交
渉
、
参
議
院
議

員
選
挙
に
お
け
る
推
薦
候
補
者

へ
の
支
援
に
注
力
し
、
組
合
員

主
体
の
運
動
を
磨
き
あ
げ
る
と

力
強
く
語
っ
た
。

　

多
く
の
来
賓
か
ら
は
、
こ
れ

に
応
え
る
形
で
熱
い
激
励
の
挨

拶
が
行
わ
れ
た
。

「ＪＲ北海道再生プラン」「５つの新提言」の具現化
を通じた企業風土改革に決意を示す

中期目標「ＵＮＩＯＮ ＦＵＴＵＲＥ⇒２０２７」に基
づく運動展開を呼びかける

２
０
１
９
年
安
全
を
誓
い
前
進
を
期
す
る
集
い

労
働
組
合
の
社
会
的
役
割
を

あ
ら
た
め
て
発
信

　
Ｊ
Ｒ
東
海
連
合
・
Ｊ
Ｒ
東
海

ユ
ニ
オ
ン
は
、
１
月
10
日
、
静

岡
市
内
で
２
０
１
９
年
新
春
賀

詞
交
歓
会
を
開
催
し
、
Ｊ
Ｒ
連

合
の
松
岡
裕
次
会
長
や
榛
葉
賀

津
也
参
議
院
議
員
（
Ｊ
Ｒ
連
合

国
会
議
員
懇
会
長
）
、
金
子
慎

Ｊ
Ｒ
東
海
代
表
取
締
役
社
長
、

角
山
雅
典
連
合
静
岡
事
務
局
長
、

石
黒
基
仁
中
部
交
運
労
協
事
務

局
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
来
賓

が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
鎌
田
茂
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ

ニ
オ
ン
中
央
執
行
委
員
長
（
Ｊ

Ｒ
東
海
連
合
会
長
）
が
挨
拶
に

立
ち
、
昨
年
多
発
し
た
大
規
模

自
然
災
害
へ
の
対
応
や
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、緊
急
カ
ン
パ
の
取

り
組
み
等
に
感
謝
の
意
を
表
し

つ
つ
、
昨
年
発
生
し
た
「
の
ぞ

み
号
車
内
殺
傷
事
件
」
な
ど
、

今
ま
で
顕
在
化
し
て
い
な
か
っ

た
リ
ス
ク
へ
の
対
応
の
必
要
性

に
触
れ
、
安
全
を
守
る
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
く
と
訴
え
た
。

ま
た
「
不
払
い
残
業
撲
滅
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
等
を
通
じ
た
業

務
実
態
の
正
確
な
把
握
に
基
づ

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
、
１
月
12
日
、

札
幌
市
内
で
新
年
交
礼
会
を
開

催
し
、
連
合
北
海
道
、
北
海
道

交
運
労
協
、
友
誼
団
体
、
Ｊ
Ｒ

北
労
組
推
薦
の
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
所
属
議
員
や
地
方
議
員
団
連

絡
会
所
属
議
員
ら
と
、
各
地
区

本
部
・
支
部
役
員
ら
総
勢
１
５

０
人
が
出
席
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
を
代
表
し
て
挨

拶
し
た
昆
弘
美
中
央
執
行
委
員

長
は
、
重
大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の

発
生
に
触
れ
、
「
企
業
存
亡
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い
事
象
」
と

し
、
あ
ら
た
め
て
現
場
で
働
く

組
合
員
の
声
を
集
約
し
て
策
定

し
た
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
再
生
プ
ラ

ン
」
と
「
５
つ
の
新
提
言
」
の

具
現
化
に
よ
り
「
企
業
風
土
改

革
の
実
現
を
果
た
し
て
い
く
」

と
し
て
、
安
全
に
こ
だ
わ
る
運

動
を
追
求
し
て
い
く
決
意
を
語

っ
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
鉄
道
と

し
て
、
地
域
に
密
着
し
た
持
続

可
能
な
交
通
体
系
の
構
築
に
む

け
て
関
係
者
の
一
層
の
連
携
・

協
働
を
図
っ
て
い
く
べ
く
、
関

係
議
員
ら
と
連
携
し
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
腹
に
据
え
て
運
動

を
展
開
し
て
い
く
と
述
べ
た
。

組
織
課
題
に
つ
い
て
は
、
「
Ｊ

Ｒ
東
日
本
内
の
動
き
は
い
ず
れ

北
海
道
に
も
波
及
す
る
こ
と
に

な
る
と
考
え
る
が
、
待
つ
だ
け

で
な
く
Ｊ
Ｒ
北
労
組
と
し
て
民

主
化
闘
争
に
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
訴
え
た
。

　

交
礼
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組

地
方
議
員
団
を
は
じ
め
、
４
月

の
統
一
地
方
選
挙
の
候
補
者
、

さ
ら
に
は
７
月
の
参
院
選
比
例

区
で
支
援
す
る
森
屋
た
か
し
氏

（
私
鉄
総
連
組
織
内
候
補
）
か

ら
所
信
と
抱
負
が
語
ら
れ
、
Ｊ

Ｒ
北
労
組
が
一
丸
と
な
っ
て
必

勝
に
取
り
組
む
決
意
を
共
有
し

た
。

　
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
１
月
12

日
、
香
川
県
宇
多
津
町
に
お
い

て
、
約
１
２
０
人
の
参
加
の
も

と
２
０
１
９
年
新
春
セ
ミ
ナ
ー

及
び
新
年
交
歓
会
を
開
催
し
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
、
河
村
滋
喜

事
務
局
長
、
中
村
鉄
平
交
通
政

策
部
長
が
出
席
し
た
。

　

新
春
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講
師

に
第
25
回
参
議
院
議
員
選
挙
に

比
例
代
表
で
出
馬
を
表
明
し
て

い
る
田
村
ま
み
氏
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン

セ
ン
組
織
内
候
補
）
を
招
き
、

講
演
を
い
た
だ
い
た
。
田
村
氏

は
、
小
売
店
舗
で
の
経
験
か
ら

女
性
の
働
き
方
な
ど
に
対
し
て

改
善
の
必
要
性
を
感
じ
た
と
述

べ
、
組
合
役
員
に
な
っ
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
を
語
っ
た
。
今
回

の
講
演
で
、
生
活
者
の
目
線
で

政
治
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
思

い
が
伝
わ
り
、
当
選
に
む
け
た

支
援
の
意
思
統
一
が
図
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
新
年
交
歓
会
で
は
、

小
川
淳
也
衆
議
院
議
員
（
Ｊ
Ｒ

連
合
国
会
議
員
懇
事
務
局
長
）
、

森
信
夫
連
合
香
川
会
長
、
井
上

浩
司
四
国
交
運
労
協
議
長
、
半

井
真
司
Ｊ
Ｒ
四
国
代
表
取
締
役

社
長
、
吉
良
次
雄
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ
ス
代
表
取
締
役
社
長

ら
、
多
く
の
来
賓
と
各
支
部
・

分
会
代
表
者
が
出
席
し
た
。

　

中
濱
斉
執
行
委
員
長
は
挨
拶

に
立
ち
、
昨
年
発
生
し
た
平
成

30
年
７
月
豪
雨
に
よ
っ
て
、
30

億
円
に
も
上
る
被
害
額
が
生
じ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
厳
し
い
経

営
環
境
の
中
、
２
年
連
続
で
自

然
災
害
が
大
き
な
影
響
を
与
え

た
と
し
た
。
一
方
で
、
Ｊ
Ｒ
四

国
グ
ル
ー
プ
で
働
く
す
べ
て
の

仲
間
が
尽
力
し
た
結
果
、
早
期

に
開
通
で
き
た
こ
と
は
大
き
な

成
果
と
語
り
、
全
国
の
仲
間
と

と
も
に
救
援
カ
ン
パ
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
は
労
働
組
合
の
原
点

で
あ
る
相
互
扶
助
の
精
神
が
示

せ
た
と
、
組
合
員
の
理
解
と
協

力
に
感
謝
を
述
べ
た
。

　

最
後
に
は
、
２
０
１
９
春
季

生
活
闘
争
に
む
け
、ベー
ス
ア
ッ
プ

は
も
と
よ
り
、
総
合
生
活
改
善

闘
争
と
し
て
働
き
方
の
改
善
も

求
め
て
い
く
と
決
意
を
述
べ
た
。

る
と
述
べ
た
。
最
後
に「
今
年
は

12
年
に
１
度
の
選
挙
イ
ヤ
ー
」

と
し
、
連
合
が
掲
げ
る
参
議
院

比
例
候
補
10
人
を
何
と
し
て
も

国
会
に
送
り
届
け
る
と
い
う
決

意
を
示
し
た
。

定
に
あ
た
り
、
基
本
的
な
考
え

方
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る

安
心
社
会
」
を
堅
持
し
つ
つ

さ
ら
に
深
掘
り
し
、
「
ま
も
る
、

つ
な
ぐ
、
生
み
出
す
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
検
討
を
す
す
め
て
い

Ｌ
Ｏ
創
設
１
０
０
周
年
、
Ｇ
20

に
あ
わ
せ
て
労
働
サ
ミ
ッ
ト
が

日
本
で
初
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

労
働
分
野
に
と
っ
て
重
要
な
年

に
な
る
と
協
調
し
た
。
ま
た
、

連
合
が
展
開
し
て
い
る
Ａ
ｃ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
！
36
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

関
し
て
、
３
月
６
日
が
「
36
（
サ

ブ
ロ
ク
）
の
日
」
と
し
て
記
念

日
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
、

「
長
時
間
労
働
を
是
正
し
、
過

労
死
を
日
本
か
ら
根
絶
さ
せ

る
」
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
込

め
た
思
い
を
訴
え
た
。
さ
ら
に
、

連
合
で
は
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
策

　

連
合
は
、
１
月
７
日
、
東
京

都
内
で
「
２
０
１
９
新
年
交
歓

会
」
を
開
催
し
、
各
政
党
代
表

や
駐
日
大
使
、
政
府
関
係
者
、

経
済
団
体
、
労
働
界
な
ど
か
ら

約
１
０
０
０
人
が
参
集
し
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
河
村
滋
喜
事

務
局
長
、
政
所
大
祐
企
画
部
長
、

北
村
公
次
労
働
政
策
部
長
、
中

村
鉄
平
交
通
政
策
部
長
が
参
加

し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て

神
津
里
季
生
連
合
会
長
は
挨
拶

に
立
ち
、
連
合
が
本
年
30
周
年

を
迎
え
る
こ
と
を
は
じ
め
、
Ｉ

ＪＲ四国グループで働く仲間の災害復旧にむけた尽力
は大きな成果とし、カンパへの感謝も述べる

長時間労働を是正し、過労死の根絶をめざし各界代表
で鏡開き

新たな安全考動計画のスタートに伴い、より一層のグ
ループ各社との信頼関係作りを訴えた

ＪＲ西労組

Ｊ
Ｒ
北
労
組
・
新
年
交
礼
会

民
主
化
の
流
れ
を

北
海
道
に
波
及
す
べ
く
積
極
的
に

連
合
・
２
０
１
９
新
年
交
歓
会

「
ま
も
る
・
つ
な
ぐ
・
生
み
出
す
」

連
合
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
す

　
　
　
　
　

   

２
０
１
９
年
新
春
賀
詞
交
歓
会

組
合
員
主
体
の
運
動
に
更
な
る
磨
き
を

Ｊ
Ｒ
東
海
連
合

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

復
旧
に
組
合
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
だ
成
果
を
訴
え
る

「
２
０
１
９
年
新
春
セ
ミ
ナ
ー
」

「
２
０
１
９
年
新
年
交
歓
会
」

ＪＲ各単組で
2019年の
活動をスタート

ＪＲ各単組で
2019年の
活動をスタート

統
一
地
方
選
・
参
議
院
選
に
む
け
候
補
予
定
者
が
支
援
を
求
め
る

統
一
地
方
選
・
参
議
院
選
に
む
け
候
補
予
定
者
が
支
援
を
求
め
る



ＪＲ連合平成31年（2019）2月1日

みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
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と
自
ら
の
組
織
運
営
を
棚
に
あ

げ
て
、
連
合
の
対
応
を
批
判
す

る
か
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
総
連
の
榎
本
一

夫
執
行
委
員
長
は
、
機
関
紙
新

年
号
の
挨
拶
の
中
で
、
「
Ｊ
Ｒ

東
労
組
前
委
員
長
を
は
じ
め
と

す
る
一
部
『
指
導
者
』
ら
に
よ

る
組
合
運
動
の
私
物
化
と
も
い

え
る
組
合
運
営
と
自
己
保
身
の

指
導
に
よ
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組

組
合
員
が
大
量
に
脱
退
す
る
と

い
う
事
態
を
つ
く
り
だ
し
て
し

ま
い
ま
し
た
」
「
誤
っ
た
方
針

と
誤
魔
化
し
の
『
指
導
』
に
よ
っ

て
、
多
く
の
組
合
員
を
失
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
」
と
、
あ
く
ま
で

Ｊ
Ｒ
東
労
組
旧
執
行
部
の
一
方

的
な
判
断
で
あ
っ
て
、
産
別
は

無
関
係
で
あ
る
か
の
よ
う
に
述

べ
つ
つ
、
組
織
破
壊
者
と
レ
ッ

テ
ル
貼
り
し
た
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組

を
憂
う
会
」
か
ら
、「
連
絡
調

整
機
関
で
し
か
な
い
Ｊ
Ｒ
総
連

が
、…（
中
略
）、偉
そ
う
に
…
」

と
罵
ら
れ
た
こ
と
を
気
に
し
て

か
、
「
指
導
」
と
い
う
言
葉
を

強
調
し
た
よ
う
だ
が
、今
さ
ら

「
指
導
」
と
い
っ
て
も
手
遅
れ

で
は
な
い
の
か
。
「
18
春
闘
の

反
省
を
踏
ま
え
新
生
Ｊ
Ｒ
東
労

組
を
」
と
い
く
ら
声
高
に
叫
ん

で
も
変
わ
ら
ぬ
体
質
は
警
察
庁

だ
け
で
な
く
誰
の
目
に
も
明
ら

か
で
あ
る
。

　

昨
春
闘
の
ス
ト
権
問
題
を
未

だ
ひ
き
ず
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
１
月
20
日
の
Ｊ
Ｒ
総

連
加
盟
の
Ｊ
Ｒ
東
海
労
第
34
回

臨
時
大
会
で
、
ス
ト
権
の
議
論

が
な
さ
れ
た
と
い
う
話
も
漏
れ

聞
こ
え
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、

今
春
季
生
活
闘
争
で
ど
の
よ
う

な
組
織
運
営
の
も
と
運
動
を
展

開
し
て
い
く
か
見
物
で
あ
る
。

は
、
機
関
紙
新
年
号
で
、
昨
春

闘
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
、

「
残
念
な
が
ら
連
合
か
ら
の
支

援
を
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ず
、

『
指
名
ス
ト
に
つ
い
て
は
避
け

て
く
だ
さ
い
』
と
い
う
指
導
も

あ
り
、
原
則
的
な
ス
ト
ラ
イ
キ

の
意
義
が
社
会
的
に
は
受
け
入

れ
ら
れ
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
現

実
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
」

設
時
の
副
議
長
で
あ
る
松
嵜
明

元
Ｊ
Ｒ
東
労
組
会
長
（
故
人
）

が
提
唱
し
た
労
働
運
動
理
論
を

基
礎
に
組
織
再
建
に
取
り
組
む

方
針
を
決
定
し
た
」

　

警
察
庁
警
備
局
が
、
Ｊ
Ｒ
総

連
・
東
労
組
へ
の
革
マ
ル
派
の

浸
透
を
引
き
続
き
指
摘
し
続
け

て
い
る
一
方
で
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組

の
山
口
浩
治
中
央
執
行
委
員
長

　

警
察
庁
は
、
12
月
20
日
に

「
治
安
の
回
顧
と
展
望
（
平
成

30
年
版
）
」
を
公
表
し
た
。
極

左
暴
力
集
団
・
革
マ
ル
派
の
項

目
と
し
て
、
組
合
員
大
量
脱
退

が
発
生
し
て
も
な
お
、
Ｊ
Ｒ
総

連
・
Ｊ
Ｒ
東
労
組
へ
の
革
マ
ル

派
の
浸
透
を
指
摘
し
続
け
て
い

る
。

　

「
革
マ
ル
派
が
相
当
浸
透
し

て
い
る
と
み
ら
れ
る
全
日
本
鉄

道
労
働
組
合
総
連
合
会
（
以
下

「
Ｊ
Ｒ
総
連
」
と
い
う
。
）
及

び
東
日
本
旅
客
鉄
道
労
働
組
合

（
以
下
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
」
と
い

う
。
）
は
、
同
年
６
月
に
そ
れ

ぞ
れ
定
期
大
会
を
開
催
し
、
Ｊ

Ｒ
東
労
組
か
ら
３
万
人
を
超
え

る
組
合
員
が
脱
退
す
る
と
い
う

事
態
を
受
け
て
、
革
マ
ル
派
創

特　集

変
わ
ら
ぬ
体
質
・
変
わ
ら
ぬ
指
摘

民
主
化
闘
争 
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熱
意
の
一
端
で
も
あ
り
ま
す
。

　

何
を
隠
そ
う
御
年
57
歳
、
年
齢
に
比
し

て
あ
た
ら
し
物
好
き
、
興
味
を
持
っ
た
こ

と
は
と
こ
と
ん
探
求
し
て
い
く
「
性
格
」

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
パ
ソ
コ
ン
関

係
に
造
詣
が
深
く
、
年
寄
だ
ら
け
の
地
本

に
あ
っ
て
は
貴
重
な
存
在
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
最
近
は
釣
り
道
具
を
積
ん
だ

車
を
駆
使
し
て
、
海
へ
山
へ
と
出
没
し
て

い
る
ら
し
い
で
す
が
、
釣
果
の
ご
相
伴
に

預
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
も
あ
れ
、
旺
盛
な
探
究
心
は
組
合
担

務
で
あ
る
業
務
に
も
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、

執
行
部
と
し
て
は
大
変
に
頼
も
し
い
存
在

な
の
で
す
が
、
論
理
に
乏
し
い
要
求
に
は

完
膚
な
き
ダ
メ
出
し
が
来
る
の
で
恐
れ
ら

れ
て
い
る
部
長
で
も
あ
り
ま
す
。

　

新
潟
地
本
の
金
田
友
稔
業
務
部
長
を
紹

介
し
ま
す
。
長
く
車
掌
を
し
て
い
た
金
田

部
長
は
、
現
在
は
新
潟
駅
の
幹
在
同
一
ホ
ー

ム
で
お
客
様
案
内
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

新
潟
駅
は
昨
年
４
月
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で

初
め
て
と
な
る
新
幹
線
と
在
来
線
が
同
一

ホ
ー
ム
で
乗
り
換
え
可
能
と
な
り
、
羽
越

本
線
特
急
「
い
な
ほ
」
を
ご
利
用
さ
れ
る

お
客
様
の
利
便
性
が
向
上
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
同
時
に
進
め
ら
れ
て
い
る
新
潟
駅

高
架
化
工
事
完
了
（
２
０
２
１
年
度
開
業

予
定
）
ま
で
の
暫
定
開
業
と
な
っ
て
お

り
、
１
番
線
工
事
の
た
め
に
幅
の
狭
く
な
っ

て
い
る
２
番
線
の
安
全
性
に
つ
い
て
お
客

様
目
線
で
問
題
点
を
見
出
し
、
会
社
に
問

い
質
す
と
と
も
に
、安
全
確
保
に
む
け
た

具
体
的
提
言
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
現
在
は
２
番
線
に
警
備
員
が
常

駐
し
お
客
様
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
ま

す
。
安
全
に
対
す
る
業
務
部
長
と
し
て
の

役員紹介

Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
新
潟
地
本

業
務
部
長

  

金か
ね 

田だ 

友と
も 

稔と
し 

さ
ん

繰り返し公的機関が公表しているＪＲ
総連・ＪＲ東労組の反社会性

　

１
月
17
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、

第
２
回
男
女
平
等
参
画
推
進
委

員
会
を
開
催
し
、
２
０
１
９
春

季
生
活
闘
争
に
お
け
る
男
女
平

等
参
画
に
関
わ
る
方
針
内
容
、

今
後
策
定
す
る
新
た
な
中
期
労

働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

　

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
方

針
に
つ
い
て
、
長
時
間
労
働
の

是
正
、
法
改
正
に
よ
る
年
休
取

得
の
あ
り
方
、
育
児
や
介
護
と

仕
事
の
両
立
支
援
、
職
場
に
お

け
る
男
女
平
等
の
実
現
な
ど
、

「
社
会
生
活
の
時
間
」
の
充
実

を
含
め
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
と
個
々
人
の

状
況
や
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
働
き

方
と
処
遇
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

総
体
的
な
検
討
と
協
議
を
行
っ

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
合
っ
た
。

　

翌
日
は
、
鉄
道
や
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
と
い
っ
た
交
通
事
業
者

で
は
女
性
活
躍
の
た
め
の
設
備

投
資
が
遅
れ
て
い
る
実
態
が
あ

り
、
女
性
の
採
用
・
活
躍
が
進

み
に
く
い
要
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
厚
労
省

の
補
助
制
度
は
あ
る
も
の
の
予

算
が
少
な
い
と
い
う
課
題
を
踏

ま
え
、
女
性
む
け
設
備
が
充
実

し
た
北
陸
新
幹
線
の
白
山
総
合

車
両
所
を
訪
問
し
現
場
視
察
を

行
っ
た
。
視
察
に
は
、
Ｊ
Ｒ
西

労
組
金
沢
地
本
と
運
転
部
会
の

女
性
役
員
な
ど
に
も
同
行
い
た

だ
い
た
。
女
性
だ
け
に
限
ら
ず

男
性
に
も
、
さ
ら
に
は
同
じ
職

場
で
働
く
グ
ル
ー
プ
会
社
の
社

員
も
含
め
、
誰
も
が
働
き
や
す

い
職
場
環
境
の
整
備
の
重
要
性

と
と
も
に
、
労
働
力
の
維
持
・

確
保
に
資
す
る
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

全
体
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
た
施
策
の
ひ
と
つ
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

男女平等参画推進委員会メンバーで、女性が働くためのあ
るべき設備を視察

ら
、
運
転
士
は
無
償
で
、
燃
料
費
や

車
両
費
等
に
対
す
る
補
助
を
同
市
が

行
う
形
で
運
行
を
再
開
し
た
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

大
牟
田
市
に
お
い
て
は
、
よ
り
一

層
Ｊ
Ｒ
九
州
や
西
鉄
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
さ
ら

に
は
九
州
新
幹
線
を
活
用
し
な
が
ら

交
流
人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
も

活
路
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
計
画
を
連

動
さ
せ
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
お
世
話
に
な
っ

た
松
尾
市
議
と
も
連
携
し
、
「
チ
ー

ム
公
共
交
通
」
「
チ
ー
ム
地
域
共

創
」
の
具
現
化
に
む
け
た
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
今
後
も
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
得
た
知
見
等
を
Ｊ

Ｒ
産
業
の
持
続
的
な
発
展
と
と
も
に
、

地
域
の
人
流
・
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
将
来
に
む
け
た
政
策
立
案
と
各
方

面
へ
の
提
言
活
動
に
活
か
し
て
い
く
。

同
市
の
交
通
政
策
担
当
者
と
の
意
見

交
換
を
実
施
し
た
。
同
市
の
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
は
２
０
１
８
年

３
月
に
策
定
さ
れ
、
５
カ
年
の
計
画

と
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
将

来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
観
点

か
ら
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基

づ
く
「
立
地
適
正
化
計
画
」
と
連
携

し
た
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
プ
ラ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
実
現
を
目
指
す

こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い

る
。

　

そ
の
後
、
相
互
に
質

疑
を
行
い
、
交
通
政
策

に
関
す
る
会
議
体
へ
の
労
働
側
の
参

画
に
対
す
る
必
要
性
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
へ
の
取
り
組
み
、
道
路
網
の
発
達

に
伴
う
市
街
地
の
郊
外
化
に
つ
い
て

実
情
な
ど
を
伺
い
、
意
見
を
交
換
し

合
っ
た
。
と
り
わ
け
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
珍
し
い
形

態
で
あ
る
が
、
元
々
西
鉄
バ
ス
が
撤

退
し
た
路
線
を
10
年
ほ
ど
経
っ
て
か

幹
線
の
新
大
牟
田
駅
で
乗
降
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
路
線
バ
ス
の
補
完
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
訪
れ
た
「
西
鉄
・
新
栄
町

駅
」
は
、
も
と
も
と
大
牟
田
の
中
心

街
と
し
て
百
貨
店
な
ど
が
存
在
し
た

新
栄
町
商
店
街
の
最
寄
り
駅
で
あ
っ

た
が
、
百
貨
店
な
ど
が
閉
店
し
、
か

つ
て
の
駅
前
の
賑
わ
い
は
全
く
感
じ

ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
数

年
前
に
公
表
さ
れ
た
駅
前
地
区
の
再

開
発
事
業
は
同
市
策
定
の
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
の
中
核
を
担
い
、

大
き
な
柱
と
し
て
民
間
主
体
で
進
め

ら
れ
て
き
た
事
業
で
あ
る
が
、
ホ
テ

ル
の
建
設
を
担
う
事
業
者
が
撤
退
意

向
を
示
す
な
ど
、
厳
し
い
局
面
と
な
っ

て
い
る
。

○ 

大
牟
田
市
と
の
意
見
交
換

　

ま
た
、
大
牟
田
市
庁
舎
を
訪
問
し
、

し
た
。
大
牟
田
駅
に
は
Ｊ
Ｒ
九
州
及

び
西
日
本
鉄
道
の
旅
客
列
車
が
運
行

し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
約
６
０
０
０

人
／
日
、
約
８
５
０
０
人
／
日
が
利

Ｊ
Ｒ
貨

物
の
駅

で
も
あ

り
、
三

井
化
学
の
専
用
鉄
道

を
利
用
す
る
コ
ン
テ

ナ
貨
物
も
取
り
扱
っ

て
い
る
。
駅
前
の
バ

ス
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら

は
西
鉄
バ
ス
の
路
線

バ
ス
が
放
射
状
に
運

行
し
て
い
る
う
え
に
、

福
岡
空
港
に
向
か
う

高
速
バ
ス
は
九
州
新

大牟田市の交通政策担当者と意見交換

第
２
回
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会

 

誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
を
め
ざ
し
て

地
方
議
員
団
と
考
え
る「
チ
ー
ム
地
域
共
創
」

地
域
公
共
交
通
の
課
題
と
展
望

用
し
て
い
る
。
ま
た
、

○ 

現
地
視
察

　

ま
ず
、
同
市
の
中
心
部
に
あ
る

「
大
牟
田
駅
」
に
お
け
る
利
用
者
の

流
動
、
バ
ス
の
利
用
状
況
等
を
視
察

■ 

福
岡
県
大
牟
田
市

　

１
月
15
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
及
び
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
（
中
央
本
部
）
は
、
大
牟
田

市
へ
と
赴
き
、
Ｊ
Ｒ
連
合
地
方
議
員
団
連
絡
会
に
所
属
す
る
松
尾
哲
也
大
牟

田
市
議
会
議
員
と
と
も
に
、
同
市
の
公
共
交
通
と
取
り
巻
く
環
境
等
を
把
握

す
る
べ
く
現
地
踏
査
を
行
っ
た
。


